RESEARCH OF SHIN-TSUKUDAJIMA : COEXISTENCE OF TRADITION AND MODERNIZATION IN COASTAL FRONTIER OF TOKYO BAY by 小田 夏美
新佃島研究 : 東京湾フロンティアの伝統と近代
著者 小田 夏美
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 3
発行年 2014-03
URL http://hdl.handle.net/10114/9002
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要　Vol.3（2014年 3月）　 法政大学
新佃島研究
―東京湾フロンティアの伝統と近代ー
RESEARCH OF SHIN-TSUKUDAJIMA 
 COEXISTENCE OF TRADITION AND MODERNIZATION IN COASTAL FRONTIER OF TOKYO BAY
小田夏美
Natsumi ODA
主査　陣内秀信　　　副査　岡本哲志　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　Shin-Tsukudajima is located at oceanfront area of Chuo-ku in Tokyo and was reclaimed in Meiji Period 
(1896). “Shin-Tsukudajima” has not been attracted attention until now, though the area is bordered by 
“Tsukuda” that was a historic fisherman’ area, “Ishikawajima” of large-scale industrial site and “Tsukishima” 
where tenement houses crowd.This area is greatly changing a figure by recent housing development.
　The purpose of this study is to clarify the establishment, development and characteristics of the area by 
comparison with the three neighboring areas.
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１．研究背景・目的
　「新佃島」は東京・中央区の臨海部に位置し、明治期
の東京湾整備事業の際に、月島、勝どきと共に誕生した
埋立地である。江戸から続く漁師町である「佃」や、屋敷、
監獄、造船場と用途を変えたかつての「石川島」、大正
期以降の工業化によりすさまじい発展をとげ、現在は路
地や長屋の“下町”のイメージでも語られる「月島」と
の間を繋ぐ、狭間に位置するにも関わらず、佃や月島ほ
どの注目を浴びることはなかった場所である。
　現在は旧石川島におけるリバーシティ計画に続く形
で、水辺を見渡す高層のマンション開発が進行する一帯
となっており、戦災を免れた路地や長屋の面影も大きく
姿を変えている。しかしながら新佃島の町には、佃島と
隣接し、石川島、月島と共に日本の工業化を支えた、伝
統と近代の狭間で形成された独自の空間が息づいている
のではないか。
　本論文では、明治期の埋立地の中でも特に「新佃島」
に焦点を当て、その成立と発展、特徴を月島 1 号地、2
号地との比較および佃島、石川島からの影響を踏まえて
明らかにすることを目的とする。
２．構成・方法
　本研究の構成は以下の通りとする。
1 章：新佃島周辺の歴史　2 章：交通手段の変化
3 章：街区構造　4 章：用途変遷　5 章：住居形態
　対象年代は埋立直後、震災前、戦前、戦後【明冶中
期 / 大正１２年 / 昭和２０年】で大別し、それぞれにつ
いて月島調査、火災保険特殊地図および東京市議会議事
録、郷土史資料、回顧録等を用い分析を行った。
３．新佃島周辺の歴史
　本章では、新佃島および月島 1、2 号地周辺の歴史的
変遷を通時的に追った。江戸期以前より存在していた寄
州から始まる築島前の様子、埋立に至った経緯とその後
図 1　対象敷地と埋立年代
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の周辺部の開発、発展について震災、戦災を含む社会的
背景と共に考察し、対象地の位置付けを明らかにして
いった。
　新佃島は、隅田川河口にできた寄州を利用して江戸初
期に造成された佃島、石川島の地先に埋立てられた。佃
島は昭和初期まで漁師町として、石川島は屋敷地から人
足寄場、監獄署、造船所へと役割を変えながら、いずれ
も水の利を活かして発展した場所であった。それらの土
地に連なる形で、明治中期の隅田川浚渫に伴う埋立計
画として月島 1、2 号地および新佃島が誕生する。新佃
島は月島 1 号地から 4 年、2 号地から 2 年遅れて明治 29
年に竣工しており、すべて東京湾澪筋浚渫事業の一環と
して計画されている。またその後、月島 3 号地が埋め立
てられ、昭和 5 年に月島 4 号地が完成するまでのおよそ
30 年、新佃島および月島地区は東京湾に浮かぶ先端の
地であった。
　埋立当初は植物の生い茂る荒地の状態がしばらく続く
が、大正期にかけて徐々に工場や家屋が増加し、賑わい
を見せていく。月島地区の新開地は石川島造船所を中心
に、近代の工業化による機械工場および労働者の増加を
支えていった町であるといえる。その後、大正 12 年の
関東大震災により一部区画を除いて壊滅的な被害を受け
るものの、昭和初期からの軍需化に伴い再興を遂げる。
第二次世界大戦では大きな被害は免れたため、震災復興
の街並みを残す、数少ない場所として現在に至ってい
る。
４．交通手段の変化
　次に隅田川を隔てた離島である月島一帯に至るための
交通手段の変化による、人々の出入りと生活の変化につ
いて考察を行った。
　元々は佃島に当初からあった佃の渡し船のみで、西側
の築地、銀座方面と行き来を行い、埋立地の完成ごとに
土地を繋ぐ橋が完成していった。それらの交通手段は住
民たちのニーズの高まりを反映して利便化しており、新
月橋や市電の誘致運動のように、住民たちの自主的な働
きかけや地元の私財により実現したものが多く見られ
る。日露戦争での勝利を祝う勝鬨の渡しや、地元の工場
図 2　工場労働者の街としての発展（大正 10）
による橋の施工など、自分たちの力で月島地区を開発し
ていこうという気概が現れていると言える。
　新佃島のみならず月島地区全体に大きな変化をもたら
したのは、明治 36 年に架橋された相生橋である。初め
て深川側の本島と結ばれただけではなく、水道管の整備
による居住環境の向上で人口増加のきっかけとなった。
相生橋が佃島、石川島、月島に至る出入り口となり、新
佃島は立地における優位性を得たといえる。
　
５．街区構造
　本章では月島に計画された近代的な街路構成および、
歴史的街割を継承した土地利用形態に着目し考察を行っ
た。
　新佃島および月島の中央には、埋立と同時期に決定し
た「市区改正計画」に基づいて幅 20 間の道路が敷設さ
れた。この 36 ｍにも及ぶ桁外れに広い街路は、近代都
市計画の実現を目指す国策によるもので、皇居周辺など
の重点地区にのみ整備されたものである。この 20 間道
路を中心に、碁盤目状に走る街区構造が地区レベルで実
現した場所は、新開地である月島地区独自のものである
といえる。新佃島についても月島１、2 号地と同様に、
東西の対岸である深川、築地方面との連続性を意識して
街路が整備されており、既存の土地である佃島、石川島
との連続性への配慮は希薄である。
近代的スケールで計画された街路に対し、街区を細
分化する街割の手法は、江戸期の形態を継承するもので
あった。120 ｍ四方の街区の中央に 3 間道路が通され、
路地によって分割された間口 10 間ほどの短冊状の敷地
が基本単位となっている。この街区構造は月島 1、2 号
地および新佃島で共通している。月島地区全体におい
て、近代的街路と近世的街割により街の骨格が形成され
たといえる。
図 3　相生橋架橋による交通手段の変化
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７．住居形態
　住居形態および路地との関係性から、新佃島と佃、月
島エリアとの比較を行い共通点、相違点を明らかにし
た。
　震災以前、大正 10 年の月島調査において、新佃島の
東岸には別荘および高級住宅地が多く集まるという傾向
が明らかになっている。東京湾を臨む、閑静な立地が景
勝地として好まれたためと考えられる。
　同時に、同調査での住宅に関する統計結果によると、
より高密な下級ランクの長屋および下宿屋の割合が他地
区に比べ高いことが分かる。この時点で別荘地は減少の
方向にあったとされているが、新佃島には一時点におい
て、別荘地と非熟練労働者の下級住居という二重構造が
形成されていた事が推測できる。別荘地は震災以後、姿
を消し、その敷地は細分化されて長屋が建てられている
場合が多く、下級住居も住宅の改良により平準化してい
く。
　震災以降の一般的な住宅形態は大きく分けて、①通
り沿いの二軒長屋、②路地沿いの二間および四軒長屋、
③震災以前の形式の残る平屋長屋の形式が見られた。間
口、奥行きが同規模であり、間取りも類型化されている
たものが多い。長押や床の間など細部の工夫には違いが
見られる。
８．結章
　新佃島は明治中期に、月島 1、2 号地と共に佃島、石
川島地先に造成された。当初は渡し船のみで繋がる離島
であり、昭和 5 年の新規埋立地完成までは、東京湾を臨
む地先に位置していた。街路計画および街区構造は、近
世と近代の要素を持ち合わせており、3 島とも共通した
ものであった。
　用途について、新佃島には大規模な工場は少なく、住
宅地が中心となっている。商店街は中央通りから佃島に
向かう東西方向に形成されており、主要動線軸が月島 1
６．用途変遷
　本章では時代ごとの工業、商業、住宅および公共施設
等の用途変遷を追った。
　埋立後しばらくは月島地区全体において、数ヶ所の
工場と住宅が点々とするのみで荒地の状態が続いてい
た。当時水道はなく、西側の築地から水売りが来ていた
ため、中央の通りを挟み西側に建物が集中する。明治後
半、東の深川とを結ぶ相生橋の架橋により水道が整備さ
れたことで居住環境は一気に高まり、開発が進むことと
なる。
　大正期に入り工業化が加速すると、隅田川や佃川、月
島川を中心に工場や倉庫が集まり、内陸部および新佃島
に居住地が多く集まる傾向が見られる。居住地が集ま
り、かつ主要な交通手段である渡し船乗り場への動線と
なる位置に、商店街が形成されていく。月島 1 号地にお
いては、西仲通りに南北方向に形成されるのに対し、新
佃島では佃へ向かう東西方向に商店街が出来ていく。
　大正から昭和前期にかけて、新佃島の工場および工業
関連の作業場の数は増加しているものの、大規模な施設
は石川島の工場関連とその他数えるほどであった。新佃
島の大部分は工場用地ではなく、住宅地として使用され
ており、昭和以降もその傾向は大きく変化していないと
言える。
図 5　東岸に集まる別荘地
図 4　街路計画および敷地割の構造
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図 6　震災以前の下級長屋配置図
図 7　震災後に一般化した二軒、四軒長屋の配置図
五軒以上が連なる長屋
二軒長屋
四軒長屋
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号地とは異なっている。震災以前は東岸に別荘地が集
まっており、景勝地としての役割も果たしていた。同時
に非熟練労働者の高密な下級住居が集まり、建築形態お
よび居住者について二重構造が存在していたと考えられ
る。以上より、本研究において明らかとなった新佃島の
特徴は以下の通りである。
　
・相生橋架橋後、佃島、石川島および月島への出入り口と
して有利な立地となった
・震災以前は、別荘地と劣悪な住宅地という二面性を有し
ていた
・埋立直後には、少数の有力者が市有地を独占するという
状況が存在していた。また一部の敷地は、佃島住民が漁
業用地として使用した場合があった。
　
　新佃島は江戸から続く佃島、石川島と、近代の工場地
域である月島との狭間に位置し、さらに東京湾のフロン
ティアとして景勝地としての要素を持ち合わせた。その
立地条件による特殊性は、その用途や建築規模に現われ
ており、新佃島の特徴となっているといえる。
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